
乗
務
員
の
夏
の
制
服
に
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
、
機

内
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
島
の
方
言
「
島
く
と
ぅ
ば
」
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
地
域
色
あ
ふ
れ
る
「
う
と
ぅ

い
む
ち（
＝
お
も
て
な
し
）」
の
心
で
沖
縄
フ
ァ

ン
の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
賛
で

地
域
振
興
に
貢
献

沖
縄
県
は
、
自
然
が
美
し
く
豊
か
で
、
気
候
が

一
年
を
通
し
て
温
暖
と
い
う
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

う
え
で
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
。
J
T
A

で
は
そ
の
地
の
利
を
生
か
す
べ
く
、
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に

協
賛
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
し
た
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な

需
要
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
宮
古
島
で
毎
年
4
月
に
開
催
さ

れ
る
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
宮
古
島
大
会
。

J
A
L
と
と
も
に
第
1
回
か
ら
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
エ
ア
ラ
イ
ン
と
し
て
大
会
を
支
援
し
続
け
、

2
0
1
7
年
で
33
回
目
を
数
え
ま
す
。
こ
の
大

会
は
、
宮
古
島
の
大
自
然
と
、
選
手
と
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
の
一
体
感
が
人
々
の
心
を
魅
了
し
、
リ

ピ
ー
タ
ー
率
が
高
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
社
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
全
社
一
丸
と
な
っ

た
活
動
を
通
じ
て
大
会
の
運
営
を
支
え
て
き
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
石
垣
島
で
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大

会
や
、
各
離
島
で
開
催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

協
賛
す
る
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
振
興
に
貢
献
。
現
在
で
は
そ
れ

ぞ
れ
が
地
域
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
2
月
～
3
月
の
沖
縄
と
い
え
ば
、
県
内

各
地
で
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
る
時

期
。
J
T
A
で
は
、
石
垣
島
と
久
米
島
で
行
わ

れ
る
キ
ャ
ン
プ
に
協
賛
な
ど
を
す
る
と
と
も
に
、

応
援
ツ
ア
ー
を
募
り
、
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
期
間
の
後
に
県
外

の
大
学
や
高
校
の
野
球
合
宿
の
誘
致
を
行
い
、
合

わ
せ
て
県
内
校
と
の
交
流
試
合
を
設
定
す
る
な

ど
、
野
球
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
も
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

地
域
の
未
来
を
担
う
人
財
を
育
成

沖
縄
県
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
を
支
援
す
る
こ
と
も
、
J
T
A
の
大
切
な
取

り
組
み
の
一
つ
で
す
。
離
島
の
小
学
生
を
対
象
に

1
9
8
1
年
よ
り
グ
ル
ー
プ
会
社
の
琉
球
エ
ア
ー

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー（
R
A
C
）と
と
も
に
実
施
し
て
い

る
「
J
T
A
・
R
A
C
あ
お
ぞ
ら
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
、
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
2
0
1
6
の
特
別

賞
・
文
化
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

地
域
と
連
携
し
て
離
島
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

努
め
、
絵
画
を
通
し
て
離
島
の
魅
力
を
世
界
中
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
に
地
域
振
興
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

12
路
線
を
結
ぶ

「
う
ち
な
～（
＝
沖
縄
）の
翼
」

創
立
当
時
は
、
わ
ず
か
3
機
の
小
型
プ
ロ
ペ
ラ

機
で
、
那
覇
＝
宮
古
、
那
覇
＝
石
垣
線
な
ど
県
内

6
路
線
に
就
航
し
た
J
T
A
。
現
在
は
7
3
7

─8
0
0
型
機
へ
の
機
材
更
新
を
進
め
な
が
ら
、

7
3
7
型
機
12
機
で
沖
縄
県
内
3
路
線
と
、
沖

縄
と
県
外
6
都
市（
東
京
・
名
古
屋
・
小
松
・
大

阪
・
岡
山
・
福
岡
）を
結
ぶ
9
路
線
の
合
計
12
路

線
を
1
日
約
70
便
運
航
し
、
年
間
約
2
7
0
万

人
の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

創
立
か
ら
堅
持
し
て
い
る
安
全
運
航
を
守
り
抜

く
と
と
も
に
、
安
定
的
な
事
業
運
営
に
努
め
、

J
A
L
グ
ル
ー
プ
の
沖
縄
の
翼
「
う
ち
な
～
の

翼
」
と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

地
域
色
あ
ふ
れ
た
機
内
演
出
で

沖
縄
フ
ァ
ン
を
拡
大

J
T
A
で
は
J
A
L
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の

高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
ご
搭
乗
の
瞬
間
か

ら
沖
縄
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
内
演
出

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
機
内
イ
ン
テ
リ

ア
に
は
沖
縄
の
伝
統
的
な
染
色
技
法
の
一
つ
で
あ

る
「
紅び

ん
が
た型

」
を
採
用
。
機
内
オ
ー
デ
ィ
オ
や
ビ
デ

オ
で
は
沖
縄
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
唄
や
映
像

を
流
し
、
機
内
誌
「Coralw

ay

」
で
は
島
々
の
魅

力
や
旬
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
機

内
販
売
で
沖
縄
の
特
産
品
を
扱
う
ほ
か
、
客
室

な
ど
）コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
の
新
し
い
社
会
価
値
の
創
造
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
な
が
ら
、
今
後
も
地
域
社
会
に
と
っ
て
役
立

つ
存
在
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

J
A
L
グ
ル
ー
プ
の
沖
縄
の
翼
と
し
て
誕
生

し
て
50
年
。
J
T
A
は
こ
れ
ま
で
育
て
て
い
た

だ
い
た
お
客
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
を

胸
に
、
世
界
で
一
番
お
客
さ
ま
に
選
ば
れ
、
愛
さ

れ
る
航
空
会
社
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら

な
る
進
歩
・
発
展
へ
の
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
で
企

業
価
値
を
高
め
、
ひ
い
て
は
地
域
創
生
・
地
域
社

会
の
発
展
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
J
T
A
で
は
、
社
員
が
自
ら
の
仕
事
を

紹
介
す
る
航
空
教
室
や
整
備
工
場
見
学
を
積
極
的

に
開
催
し
、
年
間
で
約
1
5
0
0
名
の
子
ど
も

た
ち
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
6
年

よ
り
、
経
済
産
業
省
の
産
学
連
携
サ
ー
ビ
ス
経
営

人
材
育
成
事
業
で
あ
る
琉
球
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
講
師
や
若
手
社
員
を
派
遣
し
て
参
画
す
る
な

ど
、
沖
縄
の
中
核
産
業
・
観
光
産
業
な
ど
の
経
営

を
担
う
人
財
の
育
成
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
企
業
と
し
て

新
し
い
社
会
価
値
の
創
造
に
挑
戦

J
T
A
は
女
性
の
活
躍
、
年
代
や
キ
ャ
リ
ア

を
問
わ
ず
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
障
が
い
の

あ
る
方
々
の
雇
用
促
進
、
L
G
B
T（
※
）へ
の
理

解
と
受
容
の
促
進
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
社
会
価
値
の
創
造
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

2
0
1
6
年
10
月
に
は
、
価
値
観
の
多
様
化

が
進
む
社
会
に
貢
献
で
き
る
風
土
の
醸
成
を
目

指
し
て
、「
J
T
A
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
方
針
」
を
制
定
。
L
G
B
T
に
関

す
る
企
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
評
価
す
る

「
P
R
I
D
E
指
標
」
で
最
高
位
の
ゴ
ー
ル
ド
に

J
A
L
と
と
も
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
社
内
の

意
識
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
奄
美
大

島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
お
よ
び
西
表
島
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
推
進
活
動
へ
の
支
援
や
環
境
保

全
の
体
験（
希
少
動
物
保
護
の
た
め
の
除
草
活
動

地域に根差した
航空会社を目指して

日本トランスオーシャン航空創立50周年

日本トランスオーシャン航空（JTA）は、まだ米軍統治下時代であった1967年7月1日に、
JALのグループ会社・南西航空として誕生しました。

島々が点在する沖縄県内の航空輸送を担うJALグループの一員として、
50年を歩んできたJTAの取り組みをご紹介します。

初就航時のコンベアCV-240型機（1967年）旧石垣空港の最終便（南西航空の復刻塗装機、2013年）紅型ヘッドレストカバー宮古島でのトライアスロン大会沖縄美ら海水族館とタイアップした塗装機
「ジンベエジェット」

※ L
esbian

／
レ
ズ
ビ
ア
ン（
女
性
同
性
愛
者
）、Gay

／

ゲ
イ（
男
性
同
性
愛
者
）、Bisexual

／
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア

ル（
両
性
愛
者
）、T

ransgender

／
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
生
物
学
的
な
性
別
と
違
う
性
別
で
生
き
た
い
人
）の
頭

文
字
で
、性
的
少
数
者
の
総
称
。

「さくらジンベエ」（ジンベエジェット2号機） あおぞら図画コンクール
最優秀賞作品

14明日の翼  Vol.0815 明日の翼  Vol.08

地域と
ともに


